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自動テープカッタ (AT)
横吸い込み式チェーンカッタ (KS)
下吸い込み式チェーンカッタ (KH)
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下記の項目に関しては、搭載モーター（D432・D442）の取扱
説明書をご参照ください。
 ・ エア配管
 ・ コネクタ接続
 ・ 操作方法について 
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縫製方法

AT6G,AT8G

次の手順に従って縫製を行ってください。

 	 1.	 電源を ON にしてください。

 	 2.	 生地を押えの下に挿入してください。

 	 3.	 ミシンペダルを踏み込んで縫製を始めてください。

	 4.	 コントローラのカッタモードで選択した位置で自動的
にテープカッタが作動してテープ（空環）が切れます。

 ※カッタ作動を手動式（TK タイプ）にした場合は、スイッ
チを押すことでカッタが作動し、テープ（空環）が切れ
ます。

ON

図 1

図 2

図 4

図 3
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手動式「手動」を選んだ場合（TKタイプ）



4

KS8D, KS8E
注
チェーンカッタを使用する前に、給油紐・パイプ及び摺
動部に給油してください。その後は、油が切れないうち
に早めに補給してください。

次の手順に従って縫製を行ってください。

	 1.	 ミシンの電源を ON にしてください。 
 

	 2.	 ミシンペダルを踏み返して押えを上げ、生地を挿入し
てください。 
 

	 3.	 ミシンペダルを踏み込んで縫製を始めてください。 
 

	 4.	 縫製を完了させてください。 
図のように、カラ環が吸い込み口 1 の真横にくるよう
に生地の送りを止めてください。カラ環がスムーズに
切れます。カラ環が切れたらミシンを止めてください。 
 

図 6

図 9

図 7

図 8

図 5
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図 10

図 11

図 12

図 13

図 14

KH8D, KH8E
注
チェーンカッタを使用する前に、給油紐・パイプ及び摺動部
に給油してください。給油の際はネジ 1 及び布案内 2 を取り
外してください。その後は、油が切れないうちに早めに補給し
てください。

次の手順に従って縫製を行ってください。

	 1.	 ミシンの電源を ON にしてください。 
 

	 2.	 ミシンペダルを踏み返して押えを上げ、生地を挿入し
てください。 
 

	 3.	 ミシンペダルを踏み込んで縫製を始めてください。 
 

	 4.	 縫製を完了させてください。 
図のように、カラ環が吸い込み口 3 の上にくるように
生地の送りを止めてください。カラ環がスムーズに切
れます。カラ環が切れたらミシンを止めてください。 
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                       刃の交換と調節

警告
刃の交換や調節を行うときは、必ずミシンの電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて、専門技術者が行ってください。

刃の交換や調節を行うときは、刃で手を切らないように注意して作業を行ってください。
注

テープカッタの刃は消耗部品です。
テープの切れ具合が悪くなった場合は、刃の寿命と考えられますので、新しい刃と交換してください。

警告
ケガの原因になりますので、刃先には直接手を触れないで刃の交換作業を行ってください。

AT6G, AT8G

1. アイガード 1 とクロスプレート 2 を開けてください。
      ハンドプーリを手で回して針を最上位置にしてから、押え上げレバー 3 を押えて、押え 4 を開けてください。

2. ネジ 5 を外して、針板 6 を取り外してください。

3. ネジ 7 を外して、テープカッタ 8 を取り外してください。

図 16
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4. ネジ 9 を外して布案内 10 を、ネジ 11 を緩めてリンク 12 を、ネジ 13 を外して安全カバー 14 をそれぞれ取り外してくださ
い。

5. 止め輪 15 を外して上刃 16 を抜き取ってください。 
（この時、バネ 17 も外れます。）

6. 上刃 16 を新しい物に交換し、取り外した時と逆の順番でテープカッタを組み立ててください。この時、上刃 16 がバネ 17
で下刃 18 に押し当てられた状態で、ネジ 11 を仮締めしてください。

7. リンク 12 を手で回して、上刃 16 を動かしてください。上刃 16 が下刃 18 に対してスムーズに回転し、ウーリー糸等が刃
の根元と先端のどちらでも切れる位置にネジ 19 を緩めて、下刃 18 の取付位置を調節してください。調節後、ネジ 19 を締
めてください。

8. 図 19 のようにロッド 20 とリンク 12 を組み合わせて、ネジ 7 でテープカッタ 8 を仮止めしてください。この時、図 18 のよ
うにロッド 20 と座金 21、及びロッド 20 とリンク 12 との隙間 A が 0.1 ～ 0.2 mm になるように、ネジ 11 を緩めて軸 22 の
位置を調節してください。できない場合は、テープカッタ 8 の位置を変更して再調整してください。調節後、ネジ 11 を締
めてください。

7
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図 17

図 18
図 19
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9. ネジ 5 で針板 6 を取り付けてください。 

10.【 テープカッタの取付高さ調節 】 
下刃 18 の上面と針板 6 の上面が同じ高さで、補助板 8a が水平になるようにテープカッタ 8 を上下に動かして調節し、ネジ
7 を締めてください。

11. 図 21 のように、指でソレノイド 20 を押し上げてリンク 12 を回し、上刃 16 を動かしてください。上刃 16 と下刃 18 がス
ムーズにかみ合い、ウーリー糸等が刃の根元と先端のどちらでも切れることを確認してください。切れない場合は、ネジ 
19 を緩めて下刃 18 の取付位置を調節してください。調節後、ネジ 19 を締めてください。

注意
刃の調節を行うときは、刃で手を切らないように注意して作業を行ってください。

20

12

図 20

図 21 図 22
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12.【 刃のかみ合い深さの調節 】 

テープカッタの上刃と下刃のかみ合い深さは、 0 ～ 0.5 mm です。図 23 のように、指でロッド 20 を最上端まで押し上げ
ます。この時、上刃 16 と下刃 18 のかみ合い深さが 0 ～ 0.5 mm となるようにネジ 11 を緩めて調節してください。 
調節後、ネジ 11 を締めてください。

注
ネジ 11 を締める際に、ロッド 20 と座金 21、及びロッド 20 とリンク 12 との隙間 A が 0.1 ～ 0.2 mm になっていること
を確認してください。

13. 調節後、ネジ 13 で安全カバー 14 を取り付け、アイガード・クロスプレート・押えを元の位置に戻してください。

警告
必ず、安全カバーは取り付けてご使用ください。
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図 24

図 25
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KS8D, KS8E

	 1.	 ホース 1 を抜いてください。 
アイガード 2 、クロスプレート 3 を開けてください。 
ハンドプーリーを手で回して、針を最上位置にしてか
ら、押え上げレバー 4 を押さえて、押え 5 を開けてく
ださい。

 

	 2.	 ネジ 6 を外して、補助板 7 を外してください。 
ネジ 8 を外して、布案内 9 を外してください。

 

	 3.	 ネジ 10 を外して、KS 装置 11 を外してください。
 

	 4.	 図を参照して、ネジ 12, 13, 14, を外し、静止刃 15 と
移動刃 16 を取り外してください。

 

	 5.	 静止刃 15 と移動刃 16 を新しい物に交換し、取り外し
た時と逆の順番にチェーンカッタを組み立ててくださ
い。

 

図 27

図 28

図 29
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	 6.	 〔 刃のせり合わせの調節 〕	
        ナット 17 を緩め、ネジ 18 を回してせり合わせを調節

してください。 
●ネジ 18 を右方向に回すと、せり合わせが強くなり  

              ます。 
●ネジ 18 を左方向に回すと、せり合わせが弱くなり

              ます。 
調節後、レバー 19 を手で動かして、糸がスムーズに
切れるかどうか確かめてください。

		  確認後、ナット 17 を締めてください。
 

	 7.	 角駒 20 にチェーンカッタ 11 のレバーの溝 21 をはめ
こんで、ネジ 10 でチェーンカッタ 11 を仮止めしてく
ださい。

	 8.	 チェーンカッタの取付位置を図示寸法になるように、
ネジ 10 を緩めて、チェーンカッタ全体 11 を動かして
調節してください。

		  調節後、ネジ 10 を締めてください。

9.	〔 刃のかみ合わせの調節〕 

           ミシンプーリーを手で回して、移動刃 16 を最下位置
にしてください。

		  静止刃 15 と移動刃 16 のかみ合い深さが 0.5mm ～
1.0mm になるように、ネジ 14 を緩めて移動刃 16 を
動かして調節してください。

		  調節後、移動刃 16 が動かないようにネジ 14 を締めて
ください。

 

	10.	前頁図 27 を参考に布案内、補助板を取り付け、図 26
を参考に、アイガード、クロスプレート、押え、ホー
スを元の位置に戻してください。

	11.	ハンドプーリーを手で回して、糸がスムーズに切れる
ことを確認してください。
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KH8D, KH8E

	 1.	 ホース 1 を抜いてください。 
アイガード 2 、クロスプレート 3 を開けてください。 
ハンドプーリーを手で回して、針を最上位置にしてか
ら、押え上げレバー 4 を押さえて、押え 5 を開けてく
ださい。 
ネジ 6 を外して、針板 7 を外してください。

 

	 2.	 ネジ 8 を外して、布案内 9 を外してください。 
（布案内の形状は機種よって異なります。）

 

	 3.	 ネジ 10 を外して、KH 装置 11 を外してください。

図 34

図 35

i
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図 88

図 88

Fig.88

Fig.88

Fig.88
図 88
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	 4.	 図 37 を参照して、ネジ 1, 2, 3, 4, 5 を外し、静止刃 6 
と移動刃 7 を取り外してください。

 

	 5.	 静止刃 6 と移動刃 7 を新しい物に交換し、取り外し
た時と逆の順番にチェーンカッタを組み立ててくださ
い。

 

	 6.	 〔 刃のせり合わせの調節 〕
	

ナット 8 を緩め、ネジ 9 を回してせり合わせを調節し
てください。

		  ●ネジ 9 を右方向に回すと、せり合わせが強くなりま
す。 
●ネジ 9 を左方向に回すと、せり合わせが弱くなりま
す。 
調節後、レバー 10 を手で動かして、糸がスムーズに
切れるかどうか確かめてください。

		  確認後、ナット 8 を締めてください。
 

	 7.	 角駒 11 にチェーンカッタ 12 のレバーの溝 10 をはめ
こんで、ネジ 13 でチェーンカッタ 12 を仮止めしてく
ださい。10 頁を参照して布案内と針板を元の位置に戻
してください。

 

	 8.	 チェーンカッタの取付位置を図示寸法になるように、
ネジ 13 緩めて、チェーンカッタ全体 12 を動かして調
節してください。調節後、ネジ 13 を締めてください。
( 図 40)

 

図 37

図 38

図 39 図 40
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図 88	 9.	 〔 刃のかみ合わせの調節〕
 

再度、布案内を取り外してください。  
ミシンプーリーを手で回して、針を最下位置にしてく
ださい。静止刃 2 と移動刃 3 のかみ合い深さが 0.3mm
になるように、ネジ 1 を緩めて移動刃 3 を動かして調
節してください。 
調節後、移動刃 3 が動かないようにネジ 1 を締めてく
ださい。

 

	10.	前頁図 35 を参考に布案内を取り付け、図 34 を参考に、
アイガード、クロスプレート、押え、ホースを元の位
置に戻してください。

 

	11.	ハンドプーリーを手で回して、糸がスムーズに切れる
ことを確認してください。

 

図 41
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